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仲間づくりを基点に活動を行う山口第二支部

山下議員（左）の激励を実施

京都地本の仲間と大伴議員（右から3人目）

米子地本・米子支部の仲間と
中田議員（中央）

分会活動の重要性を参加者で再認識した

　

　

中
央
本
部
は
、３
月
18
日
、山

口
第
一
支
部
に
お
い
て
、下
関
総

合
車
両
所
分
会
を
対
象
に
、「
Ｊ

Ｒ
西
労
組
組
織
オ
ル
グ
」を
実

施
し
、地
本
、

支
部
、分
会

役
員
約
20
名

が
出
席
し

た
。
　

中
央
本
部

を
代
表
し
て

上
村
中
央
執

行
委
員
長

は
、特
に
組

織
に
関
し
て
、

「
他
労
組
は
、

グ
ル
ー
プ
会

社
や
地
域
に

入
り
込
み
、

組
織
の
生
き

残
り
を
か
け

て
い
る
。出
向

や
グ
ル
ー
プ

会
社
の
動
向

に
も
注
視
を

行
って
も
ら
い

た
い
」と
挨
拶

を
行
った
。

　

そ
の
後
、

石
田
原
組
織

部
長
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
、組
織
の
充
実・強
化・拡

大
へ
の
取
り
組
み
の
説
明
が
あ

り
、各
種
情
勢
の
共
有
が
な
さ
れ

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
分
会
役
員

か
ら
職
場
内
で
の
他
労
組
の
動
向

や
世
話
役
活
動
の
充
実
に
向
け

て
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、予

定
時
間
を
超
え
る
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、年
齢
を
超
え
た

分
会
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
再

認
識
を
図
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
、

組
合
員
一
人
一
人
と
の
対
話
を
大

切
に
し
、生
の
声
を
聞
く
こ
と

で
、組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
運
動

を
展
開
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議

所
属
の
大
伴
る
い
議
員（
長
岡
京

市
議
会
）は
、２
月
28
日（
水
）に

開
か
れ
た
令
和
６
年
第
１
回
定

例
会
本
会
議
に
お
い
て
、一
般
質

問
を
行
っ
た
。

　

議
会
に
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員

団
会
議
所
属
近
藤
議
員（
向
日

市
議
会
）と
京
都
地
本
の
仲
間
が

激
励
に
訪
れ
、傍
聴
を
行
っ
た
。

　

大
伴
議
員
は
、長
岡
京
市
の

地
域
公
共
交
通
の
現
状
を
踏
ま

え
、将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
・
再
整
理
を
め
ざ

し
、新
た
に
策
定
が
決
ま
っ
た

「
長
岡
京
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」に
つ
い
て
、現
在
の
進
捗
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
状
況

を
踏
ま
え
、市
民
が
当
事
者
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

〈
大
伴
る
い
議
員
質

問
〉

■
地
域
公
共
交
通
に

　
つ
い
て

•

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

　

ト
の
件
数
と
意
見

　

内
容

•

市
民
が
地
域
公
共

　

交
通
を
支
え
る
と

　

い
う
当
事
者
意
識

　

の
醸
成
に
つ
い
て

•

北
部
地
域
の
公
共

　

交
通
確
保
に
つ
い
て
見
解

■
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に

　
つ
い
て

■
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
に

　
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
議

長
の
中
田
利
幸
議
員（
米
子
市

議
会
）は
、２
月
28
日（
水
）に
開

か
れ
た
令
和
６
年
３
月
定
例
会

に
お
い
て
、一
般
質
問
を
行
っ
た
。

米
子
支
部
と
米
子
地
方
本
部
の

執
行
部
で
傍
聴
行
動
を
行
い
、組

織
内
議
員
の
激
励
を
行
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、「
令
和
９
年
度
に

県
内
最
大
規
模
と
な
る
新
ア

リ
ー
ナ
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、ご
利
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
東
山
公
園
駅
の
利
便
性
と

安
全
性
の
向
上
に
関
わ
る
事
項
、

路
線
バ
ス
を
含
め
た
地
域
交
通

の
あ
り
方
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」等
の
質
問

を
行
い
、以
前
か
ら
継
続
的
に
提

言
を
行
って
き
た
こ
と
で
当
局
か

ら
も
前
向
き
な
答
弁
を
引
き
出

し
た
。

　

中
田
議
員
が
活
動
の
柱
と
し

て
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
米
子

駅
の
新
駅
舎
が
昨
年
の
７
月
に

開
業
し
て
お
り
、議
員
の
提
言
は

山
陰
の
交
通
結
節
点
で
あ
る
米

子
駅
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通

政
策
の
観
点
だ
け
で
な
く
、地
域

住
民
の
生
活
向
上
や
地
域
活
性

化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

る
も
の
で
あ
る
。

〈
中
田
利
幸
議
員
質
問
〉（
抜
粋
）

■
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

•

東
山
公
園
駅
の
利
便
性
向
上

　

に
つ
い
て

•

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

•

地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

に
つ
い
て

■
安
全
な
歩
行
環
境
の
改
善
策

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

•

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
の

山
下
隆
夫
議
員（
下
関
市
議
会
）

は
、３
月
７
日（
木
）に
開
か
れ
た

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、一
般
質
問
を
行
っ
た
。山
口

第
一
支
部
が
傍
聴
行
動
に
て
議

員
の
激
励
を
行
っ
た
。

　

山
下
議
員
は
、「
山
陰
本
線
の

利
用
促
進
と
早
期
復
旧
に
向
け

て
、こ
れ
ま
で
以
上
の
利
用
促
進

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、山

陰
本
線
の
維
持
・
存
続
に
向
け

て
、利
用
促
進
協
議
会

に
よ
る
利
用
促
進
への

取
り
組
み
姿
勢
」と
、

「
ま
ち
づ
く
り
に
交
通

の
連
携
を
進
め
て
い
く

べ
き
」と
、地
域
公
共

交
通
と
ま
ち
づ
く
り
の

連
携
の
重
要
性
に
つ
い

て
質
疑
を
行
っ
た
。

〈
山
下
隆
夫
議
員
の
質
問
〉

（
抜
粋
）

■
山
陰
本
線
の
利
用
促
進
と
早

　
期
復
旧
へ
の
取
り
組
み

■
幡
生
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属

議
員
と
連
携
を
図
り
、地
域
の

課
題
や
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

幅
広
く
訴
え
、力
強
く
活
動
を

展
開
す
る
。

　

私
た
ち
、広
島
地
方
本
部
山

口
第
二
支
部
は
、山
口
県
の
中
部

か
ら
東
部
エ
リ
ア
を
中
心
に
11

分
会
あ
り
、約
６
０
０
名
の
組
合

員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

日
浦
執
行
委
員
長
を
筆
頭

に
、日
々
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。23
年
５
月
よ
り
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
第
５
類
に
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
長
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
、少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の

生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、明
る
い

話
題
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

同
時
に
、会
社
の
構
造
改
革

を
は
じ
め
、各
種
施
策
の
検
討
・

実
施
等
に
よ
り
、各
系
統
面
に
お

い
て
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

諸
課
題
を
解
決
へ
導
く
た
め
に

は
、現
場
で
働
く
私
達
組
合
員
の

意
見
を
漏
ら
さ
ず
反
映
し
、さ

ら
に
、系
統
を
超
え
た
仲
間
と

連
携
し
諸
課
題
解
決
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら

ず
、系
統
を
超
え

た
連
携
が
取
れ
る

仲
間
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は『
連
携

を
超
え
た
仲
間
』

作
り
の
一
環
で
あ

る
レ
ク
を
焦
点
と

し
て
活
動
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

当
支
部
で
は
、

周
南
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
緑
地
公
園

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
を
フ
ル

活
用
し
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
レ
ク
を
例
年
開
催

し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
は
自
粛

と
な
り
ま
し
た
が
、昨
年
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
、５
分
会
、約
60
名

の
組
合
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
レ
ク
実
施
に
あ

た
り
、ル
ー
ル
を
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
で

行
う
等
盛
込
み
、未
経
験
者
や

運
動
が
苦
手
な
人
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
、レ
ク
環
境
を

整
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。ま

た
、レ
ク
開
催
に
先
立
ち
、機
関

紙
を
活
用
し
、活
動
風
景
や
レ
ク

詳
細
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
組
合
員
へレ
ク
情
報

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
、多

く
の
若
手
組
合
員
の
参
加
や
、コ

ロ
ナ
禍
で
の
活
動
制
限
を
背
景

に
、久
し
ぶ
り
の
レ
ク
に
参
加
者

は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

最
近
で
は
、レ
ク
の
効
果
も
あ

り
、支
部
主
催
で
あ
る
分
会
長

会
議
の
出
席
率
や
、各
課
題
集

約
の
返
答
率
が
向
上
し
、よ
り
多

く
の
仲
間
が
発
言
し
た
意
見
を

反
映
出
来
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
若
手
・ベ
テ
ラ
ン

を
問
わ
ず〝
仲
間
づ
く
り
〞を
基

点
に
、組
合
活
動
の
諸
課
題
解

決
へ
努
め
、
山
口
第
二
支
部
よ

り
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　〈
広
島
地
本
発
〉

下
関
総
合
車
両
所
分
会
に
て

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部「
組
織
オ
ル
グ
」実
施

持続的な地域公共交通について
３名が各議会で質疑
 

ＪＲ西労組議員団会議所属議員が発言

仲
間
作
り
を
基
点
に
諸
課
題
解
決
に
挑
む
山
二
支
部
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　  　山口第二支部

年
齢
を
超
え
た
分
会
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　 
重
要
性
を
再
認
識


